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アスペリティ位置を変更した地震動解析  

 

平成 21 年 2 月 4 日付けの「伊方発電所３号機『発電用原子炉施設

に関する耐震設計審査指針』の改訂に伴う耐震安全性評価結果報告

書について（要請）」（ 20 環第 1202 号，平成 21 年 2 月 4 日）による

地震動解析を行ったので，以下に報告する。  

 

１．アスペリティ位置の設定について  

 「伊方発電所３号機『発電用原子炉施設に関する耐震設計審査

指針』の改訂に伴う耐震安全性評価結果報告書」（以下，「３号機

本報告書」という。）において，敷地前面海域の断層群におけるア

スペリティの平面配置は，断層の地表トレースより引張性ジョグ

の配置等を考慮して配置している。  

しかしながら，敷地前面海域の断層群による地震動に関して，

愛媛県からの要請により，アスペリティの平面配置について，断

層モデルに設定している大きい方のアスペリティ（第１アスペリ

ティ）を発電所の前面に，かつ，深さ方向には断層上端に配置し

たモデルで地震動解析を行った。  

アスペリティの位置を変更したモデル（以下，「アスペリティ正

面モデル」という。）の断層モデルを第 1 図に示す。  

 

２．断層モデルを用いた手法による地震動解析  

断層モデルによる地震動解析を行うにあたって，要素地震には

敷地前面海域の断層群による地震動評価と同様に，安芸灘の地震

（ 2001 年 3 月 26 日Ｍ 5.2）の敷地における観測記録を用いた。  

地震動解析を行う断層モデルは，第 1 図に示すとおりである。

断層傾斜角は基本震源モデル（断層傾斜角 90°，アスペリティ中

位）と同じとした。断層パラメータを第 1 表に示す。  

 

３．地震動解析結果  

 アスペリティ正面モデルによる地震動解析結果を，基本震源モ

デルによる地震動解析結果と比較して第 2-1～ 2-3 図に示す。  

基本震源モデルと比較して，大方の周期帯でアスペリティ正面

モデルの方が大きな地震動を与える結果となった。  
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また，基準地震動とアスペリティ正面モデルの地震動との比較

を第 3-1～ 3-3 図に示す。  

基準地震動 Ss-1 が全ての周期帯でアスペリティ正面モデルの

地震動を包絡しており，基準地震動 Ss-2 との比較ではアスペリテ

ィ正面モデルによる地震動は短周期側でほぼ Ss-2 と同程度かそ

れ以下，長周期側では Ss-2 より小さい地震動となった。  

以上のことより，アスペリティの位置を発電所の前面としたケ

ースを考 慮しても ，３号 機本報 告 書で設定 している 基準地 震動

Ss-1 および基準地震動 Ss-2 は妥当であると考える。  
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第１表  断層パラメータ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号 設定値 根拠

東経：132° 4′42″

北緯： 33°26′57″

θ N57E

δ 90°

Ｌ 42.0 km

Ｗ 13.0 km

Ｓ 546.0 km
2

Ｈ 2.0 km

－ 同心円状

Δσ 2.2 ＭPa 楕円クラック

Ｍ0 1.66×10
19
 N･m 入倉・三宅(2001)

(42)

ＭW 6.7 Kanamori(1977)
(81)

ＭJ 7.1 武村(1998)
(46)

Ａ 1.03×10
19
 N･m/s

2
A=4π(S/π)

1/2
･Δσ･β

2

地震モーメント Ｍ0a 7.30×10
18
 N･m Ｍ0a=μDaSa

面積 Ｓa 120.1 km
2 Sa=S×22%

平均すべり量 Ｄa 152 cm Da=2.0×D

応力降下量 Δσa 10.1 ＭPa Δσa = Δσ/0.22

地震モーメント Ｍ0a1 5.93×1018 N･m S1.5比で配分

面積 Ｓa1 87.4 km2 Sa1=S×16%

平均すべり量 Ｄa1 170 cm Da1=M0a1/(μSa1)

実効応力 σa1 10.1 ＭPa σa1= Δσa

地震モーメント Ｍ0a2 1.36×1018 N･m S1.5比で配分

面積 Ｓa2 32.8 km2 Sa2=S×6%

平均すべり量 Ｄa2 104 cm Da2=M0a2/(μSa2)

実効応力 σa2 10.1 ＭPa σa2= Δσa

地震モーメント Ｍ0b 9.29×1018 N･m Ｍ0b=Ｍ0-Ｍ0a

面積 Ｓb 425.9 km2 Sb=S-Sa

平均すべり量 Ｄb 55 cm Db=M0b/(μSb)

実効応力 σb 2.0 ＭPa σb=0.2×Δσa

剛性率 μ 4.0×1010 N/m2

平均すべり量 Ｄ 76 cm D=M0/(μS)

Ｓ波速度 β 3.5 km/s

破壊伝播速度 ＶR 2.5 km/s Geller(1976)(82)
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第 1 図  アスペリティ正面モデルの断層モデル  
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第 2-1 図  基本震源モデルとアスペリティ正面モデルの地

震動解析結果（ NS 方向）  
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想 定 敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
 (ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始 点  西 下 端  

敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
  （ 基 本 震 源 モ デ ル ） 破 壊 開 始 点  西 下 端  
敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
  （ 基 本 震 源 モ デ ル ） 破 壊 開 始 点  中 央 下 端  
敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
  （ 基 本 震 源 モ デ ル ） 破 壊 開 始 点  東 下 端  

想 定 敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
 (ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始 点  中 央 下 端  
想 定 敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
 (ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始 点  東 下 端  
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第 2-2 図  基本震源モデルとアスペリティ正面モデルの地

震動解析結果（ EW 方向）  
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想 定 敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
 (ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始 点  西 下 端  

敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
  （ 基 本 震 源 モ デ ル ） 破 壊 開 始 点  西 下 端  
敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
  （ 基 本 震 源 モ デ ル ） 破 壊 開 始 点  中 央 下 端  
敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
  （ 基 本 震 源 モ デ ル ） 破 壊 開 始 点  東 下 端  

想 定 敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
 (ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始 点  中 央 下 端  
想 定 敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
 (ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始 点  東 下 端  
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第 2-3 図  基本震源モデルとアスペリティ正面モデルの地

震動解析結果（ UD 方向）  
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想 定 敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
 (ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始 点  西 下 端  

敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
  （ 基 本 震 源 モ デ ル ） 破 壊 開 始 点  西 下 端  
敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
  （ 基 本 震 源 モ デ ル ） 破 壊 開 始 点  中 央 下 端  
敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
  （ 基 本 震 源 モ デ ル ） 破 壊 開 始 点  東 下 端  

想 定 敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
 (ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始 点  中 央 下 端  
想 定 敷 地 前 面 海 域 の 断 層 群 に よ る 地 震
 (ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始 点  東 下 端  
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第 3-1 図  基準地震動とアスペリティ正面モデルの地震動解

析結果（ NS 方向）  
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基準 地 震動 Ｓｓ － ２ NS （ 破 壊開 始点  西 下 端）  

想定 敷 地前 面海 域 の断 層 群に よ る地 震  

(ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始点  西 下 端  

想定 敷 地前 面海 域 の断 層 群に よ る地 震  

(ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デル )破 壊開 始 点  中 央 下 端  

想定 敷 地前 面海 域 の断 層 群に よ る地 震  

(ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始点  東 下 端  
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第 3-2 図  基準地震動とアスペリティ正面モデルの地震動解

析結果（ EW 方向）  
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想定 敷 地前 面海 域 の断 層 群に よ る地 震  

(ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始点  西 下 端  

想定 敷 地前 面海 域 の断 層 群に よ る地 震  

(ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デル )破 壊開 始 点  中 央 下 端  

想定 敷 地前 面海 域 の断 層 群に よ る地 震  

(ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始点  東 下 端  
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第 3-3 図  基準地震動とアスペリティ正面モデルの地震動解

析結果（ UD 方向）  
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基準 地 震動 Ｓｓ － ２ UD  （ 破 壊開 始点  西 下 端）  

想定 敷 地前 面海 域 の断 層 群に よ る地 震  

(ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始点  西 下 端  

想定 敷 地前 面海 域 の断 層 群に よ る地 震  

(ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デル )破 壊開 始 点  中 央 下 端  

想定 敷 地前 面海 域 の断 層 群に よ る地 震  

(ア ス ペ リ テ ィ 正 面 上 端 モ デ ル )破 壊 開 始点  東 下 端  


